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第９回波賀中学校区  幼保一元化に係る地域の委員会 

 

と き：平成 27年 12月 16日（水）午後 4時～ 

ところ：センターちくさ中ホール（３Ｆ） 

 

発言者 議題・発言内容 
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＜午後 3時から 40分程度、ちくさ杉の子こども園の見学を実施。＞ 

＜センターちくさへ移動し、午後４時から意見交換を実施。＞ 

年末でお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。 

波賀中学校区においても、平成 24 年の 7 月から協議が続いている訳です

が、運営の方法・方針の中で、公立という部分が出てきましてなかなか前

に進んでいないのが現実です。また、少し間を開けてから再開しています

が、進展していない状況の中で、今日、こども園を視察させていただきま

した。素晴らしい施設で、子ども達も喜んでいるのではないかという印象

を受けています。今日は、園舎の見学に加えて、これまでちくさこども園

設立に向けて、色々とご苦労されたり、今の入園にあたっての状況等も

色々とお聞きし、それを中心に進めて行きたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

＜資料により経過・概略説明＞ 

それでは、意見交換という形で進めて行きたいと思いますが、私のほうか

ら保護者さんに質問をさせていただきます。 

千種でも最初公立でという話が出たと思いますが、それが社会福祉法人に

なったのはどの様な事情があって同意が得られたのか経過を聞いておきた

いのと、それに対して反対意見があれば、その人達との調整ややりとりを

聞かせてください。 

資料の経緯の中で、平成 21 年に基本指針や推進計画が出たと書いてあ

り、その翌年に幼稚園の PTA 副会長をさせていただくこととなり、21 年

度の役員から幼保一元化の引継ぎを受け、当初は私もなぜ公立で進めてい

かないのかと思っていましたが、千種の人口が減ってきている部分もあ

り、民間のこども園になった場合に、経営状況によって千種からそういう

施設がなくなる恐れがあり、そうなれば、千種の人口流出が更に進んで、

子どもをあずけたり、幼児教育をしてもらう所がなくなり、生活ができな

いので若い方が出て行くことも想定されたので、かなりの危機感を持って

おりました。話は少し外れますが、千種ではこの何年かで教育の環境がが

らりと変わりました。町内に３つあった公立の小学校は１つになり、高等

学校も中学校と連携型の中高一貫校となり、３つあった公立の幼稚園が１
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つになりました。保護者や地域の方は数が減ることに危機感を持っていた

ので、教育の変化に敏感になっていました。その中で、なぜ一つにするの

か、なぜ公立ではダメなのかという意見が出ていました。賛否両論があり

ましたが、私個人的には、この問題で千種の町内が割れる様なことがない

よう、肝に銘じて会議に参加していました。公立、私立がどうという話の

中で、それぞれの教育の質が一番の問題としてありました。保育園、幼稚

園では国の機関が違い、それぞれの先生やお互い色々な制度の違いもあ

り、また、先生が研修を受ける時間の有無の問題もありました。それか

ら、連携をしていく流れの中で、千種小学校の校長先生に委員として参加

してもらいました。教育のプロとして、両方の立場でお互いの優れている

部分を尊重し、質もしっかりと高めていく様に意見の調整をしていただい

たことにより、平行線を辿っていた問題についても、双方が歩み寄って話

がまとまった部分が大きいと思います。 

ありがとうございました。他に聞きたいことがありましたらどうぞ。 

市の行政の方から方向性を示されたことはありますか。 

学校規模適正化、幼保一元化推進計画の部分で、その方向に行ってほしい

という住民への説明があったし、協議をする上での話でもありました。 

キーパーソンになっておられる先生は重要だと思いますし、役員が入れ替

わっても有識者は大事な役割と考えますが、おそらく宍粟市の中で、千種

と波賀と一宮と山崎で、ここは民営、ここは公立でということは、行政の

平等性からいうと後で問題が起きると思います。千種は、早い期間に決定

されたと思ったのですが、それはこちらへ引っ張る力が強い人が居られた

のかと思うのですが、波賀と千種では背景や置かれている立場が違うの

で、参考までに聞かせていただきました。 

千種の杉の子保育園の経営はセイバンがされていますか。 

以前はセイバンがされていましたが、この協議の途中で撤退されました。 

千種杉の子保育園は、最初にセイバンの事業所内保育所として開設されま

したが、平成６年に社会福祉法人を立ち上げられており、理事には地域の

方々が入られ、地域との関わりを意識した公益法人による運営になってい

ます。 

私立、公立に関わらず、保育園を運営されている背景の温度差が、舵を切

っていく上でキーワードになってくると思うので参考までに聞かせていた

だきました。 

初めは完全に私立だったが、公私連携型の認定こども園として、ある程度

お互いに譲歩されたものと思います。 

地域に急速に人が増える訳ではないので、現状維持を何とか乗り切ってい
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く最大の方法を考えていかななければいけない。これは波賀でも千種でも

同じです。 

最初は、なんで千種からだという話がありました。 

それが問題です。宍粟市の中で千種が始めにこちらに舵を切ったことが、 

後に続く地域にも影響がある。上手にしてもらわないと責任もあります。 

会議の最初の頃は、なぜ千種から始まるのかということに、保育園・幼稚

園に関係なく抵抗感がありました。今、日本全体で子どもの数が減ってき

ているので、よほど経営の舵を上手に取らないと、杉の子さんもしんどく

なるということも想定して、丸投げというのは恐い部分もありました。 

背景等には、地域によって温度差がありますので、問題なのはいい方向に

導いてくれる求心力を持った人が必要です。 

4 年前に私が小学校の PTA 会長をさせていただいていた時に、ちくさっ子

を育てる会を園、小、中、高の PTA 役員を中心に結成させていただい

て、千種で学んでいる子ども達全部を「ちくさっ子」と位置づけて、地域

総がかりで子どもを育てるような仕組みを作っていこうということで立ち

上げさせていただきました。今回のこども園が出来たから終わりではな

く、園だけ、行政だけではなく、地域として色々な形で参加したり、補助

に入ったりということで、それぞれが妥協はされたけれど「こども園にし

て良かった」と言っていただける様な形にしていこうということで動いて

いますし、新しい幼児教育・保育のスタイルを作っていこうという気持ち

で、最終的には協議会の皆さんの中で、ある程度意思統一ができたのでは

ないかと思っています。 

どこの団体でも、危機感を強く持っている人、地域ほど、そういう風なこ

とを真剣に考えられると思うので、波賀もそういう意味では、みんなが危

機感を持っていかなければいけないし、そういう中でも真摯な会を進めて

いけたらと思います。 

最初に幼保の委員会が始まって、私立・公立の話し合いがあったという風

に聞かせていただきましたが、いつ、どういう様なことがきっかけで、社

会福祉法人のこども園にしようということになったのですか。 

具体的に日付のことは分かりませんが、とにかく行政の方と話をしていた

中で、公立でやることが可能かどうかということを突き詰めていったと思

います。それで、我々の中では矛盾していたが、市の方からお金を出して

いただけるなら、公立でもいいのではないかという話もありましたが、最

終的には、公立では無理だという返答があったのが要因だと思います。 

平成 25年 1月に運営ガイドラインを策定しておりますが、平成 21年 8月

に最初に幼保一元化を示した時には、全くこういうものがありませんでし
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た。千種での協議の過程で心配事として出てきたことを一つひとつ丁寧に

議論していく中で、看護師、栄養士、子育て支援員、幼稚園の午後の部分

をあずかりに変えるための先生の配置などの支援が必要ということにな

り、このガイドラインが出来上がった。このあたりが一つのきっかけだっ

たと思います。 

とにかく杉の子保育園と千種幼稚園の特に保護者の方が、すごく心配され

ていたことを色々と出された中で、例えば給食のこと、先生の配置、第三

者評価、教育の質をどう担保するか等、たくさんの課題がありましたが、

それらを話合いによって一つずつ解決の方向へ持っていったことがきっか

けです。結果、温度差はあったけれどもそれぞれの妥協点に達したことが

大きいと考えます。 

それで、公立と私立の方の意見が、社会福祉法人でということにまとまっ

たのですか。 

最終的に協議会が出来たということは、地域が認めたということになりま

すので、私が覚えている範囲では、その頃には、ダメという声はないまま

で進めていきましょうということになりました。 

こども園として一緒になって 3 ヶ月ですが、簡単にどんな感じでしょう

か。 

上の子は幼稚園に 2 年間通い、下の子が年少の時に幼稚園、年長でこども

園に通っています。始まったばかりでバタバタしているので仕方がないで

すが、全然中身が見えてこないというか、保護者の方も不安も色々あると

思うのですが、なかなか先生と話をする機会もないし、アンケートも全然

実施されないです。 

先日お話をさせていただきまして、幼稚園の時と比べると、保護者が園の

様子を見る機会がすごく減ったそうです。例えば 12 月にはクリスマス会

がありますが、子どもだけで親は参加しない、お誕生会も親、祖父母の参

加がなくなりました。こども園に行って色々と話しをさせてもらう中で、

親御さんの中で、保育の部分で子どもを預けている方もありまして、皆さ

んが一斉に来園される時に、親御さんが来られていないとなると、子ども

にとってダメージが大きいので、それに代わるものを考えないといけない

と思っているけれど、そこまで手が回っていないのが現状で、反省点だと

言われていました。また、保育園側の保護者の方に話を聞いたところ、運

動会の時に保護者会で出し物をしたり、子どもに対して何かをされていま

したが、それもなくなったということで、幼稚園側、保育園側の両方の親

御さんが出られるような機会が減ったと言われていました。 

我々（ちくさっ子を育てる会）や保護者会でサポートできる部分はしてい
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かないといけませんが、マイナスの部分も出ているのは確かだと思いま

す。 

今の話ですが、こども園になって保育園と幼稚園が一緒になった中でのこ

とだと思うのですが、公立ではなく社福の杉の子こども園になったからと

いう意味ではないということですね。働く親はなかなか昼間の行事に参加

できないからそのことを配慮して減ったということですか？それとも一緒

になったから手が回らないから減ったということですか？ 

どうでしょうか。 

実際、公立の幼稚園に行かせていて、これが心配だというところがリアル

に浮き上がっているのが現実です。それが整理されないままこども園にな

ると、どうなるだろうという不安を持ったまま、千種の様子を見に来させ

てもらっていて、実際は幼稚園時間の子ども達と、保育園時間の子ども達

が、どんな状況かを見られるかなという期待をして来たのですが、実際は

子ども達を見るのではなく、施設見学会で、建物を見に来る話だったのか

と思いました。幼稚園しか知らないので、幼稚園は自由に行き来ができる

雰囲気があって、中身が全部見えやすいのに対し、保育園になったら、メ

インが保育園自体の動きになってしまうのかな、幼稚園として一番いいと

思っているところは、子どもと先生と保護者との距離感がありがたく、逐

一色んなことを話ができる今の状況がなくなるのが心配という意見が多

く、今度、千種に行った時にどうかと思い、聞いた実際の意見がそれなの

で、今の幼稚園がこのままでいてほしいと思っている部分が、どうなるの

か少しずつ不安になっています。 

保護者と先生との距離がだいぶできてしまった感じはします。幼稚園、保

育園の違いかもわかりませんが、保護者と先生と地域とみんなが参加し

て、午前中は幼稚園で幼児教育を受け、午後は家庭での生活があっての

４，５歳児の生活というイメージがあったのですが、今は園に入ってしま

って、帰る時は玄関でみんな待っていて、「迎えに来たよ。さよなら。」

で全然先生と話すこともなく、お便りにしても、全体ではなく、その子一

人ひとりの成長したところなどを知りたいけれど、そういうのもなくなっ

て寂しいなと感じます。 

今日、波賀幼稚園もクリスマス会があって、親が色んなことに出て、子ど

もと共にクリスマス会をして、お母さん達の出し物があったり、すごく喜

んでもらえたけれど、お母さん達のする行事が少しずつ減ってしまってい

るというのは、今、幼稚園として関わっている親としては残念です。話し

合いで今は新しくされているので、色々切磋琢磨されている途中だと思う

のですが、できたら私は、そこが全部クリアにならないと、こども園に踏
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み切ることができないと思います。今の波賀の状態は、保育園はずっと同

じ園長で長い間運営されていて、幼稚園は公立なので色々替わりながら

で、千種のように地域で保育園を育てていっているような感じとは、ちょ

っと違うかなと思います。保育園のお母さん達は、働かれているので分か

らないのですが。 

実際、働かれているお母さんは、行事が少なくなって良かったと言ってお

られる方が居るのも事実です。 

それも一つの意見ですが、在宅で子どもをみたいというお母さんにとって

は、やっぱり寂しいです。お弁当がなくなって、すごく綺麗な給食室で食

べておられましたが、お弁当は 1ヶ月のうち何回かありますか。 

1 ヶ月に 1 度、もともと千種の幼稚園は、千種給食センターからの給食が

あって、お弁当は月に 1回ぐらいでした。 

波賀は毎日お弁当なので、しんどかったけど、やっぱりお弁当やってて意

外と良かったという部分も多少あります。 

今、園から高校まで食育という形で連携教育をされていまして、小学校か

ら中学校までは同じ給食を食べていて、こども園は自園方式でされていま

すが、スムーズに小学校の学校給食に入れるように、1 ヶ月に 1 回でも同

じ所からの食材で同じようなメニューにして、連携はしっかり図っていた

だけるように、連携教育の中でカリキュラムを立てておられます。お弁当

は、遠足とかの場合は作られています。 

先ほどクリスマス会とか、そういう行事ごとに参加していたものがなくな

ったと伺ったのですが、保育園、幼稚園、小学校になってもそうですが、

参観日はあると思いますが、参観日の状況はどうですか。 

園長先生の方針が関係してくるのかもしれませんが、上の娘の時は月 1 に

参観日があったのですが、今の園長先生になったらかなり減って、今回は

もういよいよ減って。参観日がもう少し欲しいという意見も出したのです

が、「好きな時にいつでも見に来てください。」というお返事しかいただ

けなかったので、やはりなかなか色々な働き方のお母さんが居たら、そん

な参観日、参観日というのはきついのかなと思います。 

そうですね。保育園のお母さんにそういうのに出ろというのも難しいです

ね。 

園長先生というのは、杉の子の園長先生ですか、それとも市から出向され

ている園長先生ですか。 

私が話したのは市の園長先生です。 

二人園長先生が居られるので、どちらの先生が主でされているのか分から

なかったもので。今日は、保護者の方も来てくださるし、園長先生も二人
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とも来てくださるのかと思い、運営されている立場の方からも聞いてみた

かったのですが、来られなかったので行政と私たちとのギャップがあった

のかなと思います。私は保育園ばかり勤めていたのですが、子どもは一緒

ですが、保育園と幼稚園は本当に全く違うものです。国を挙げて幼保一元

化を進めようとしていますが、保育園は働いている人のためのものなの

で、保育に欠ける子ども達をあずかるので、参観日は本当に滅多にできな

かったです。朝 7 時過ぎぐらいから子どもをあずかったら、そのまま仕事

に行かれますし、私達は、お母さんよりもたくさん子どものことを知って

いるぐらいでした。保育参観をするには、仕事を休まなければいけない

し、連携するのは連絡帳や夜に電話したり、本当に保育に欠ける状態の子

ども達が来るところなので、幼稚園と保育園を合体するということは、も

のすごく無理があって、今、東京横浜の方でしているけれど、問題が次々

出ているみたいで、本当に慎重に話し合いをして、幼稚園の保護者の方か

らの意見も聞きたいと思うけれど、メンバーが替わり私達が参加したのは

8 月からなので、千種のようにずっと話し合いが進められているのではな

く、この委員とも３、４回ぐらいしか出会っていないので、色んなお話が

聞けてないし、行政の方ともそんなに話を深めていないので、これからま

だまだ深めていかなければ、みんなが納得できる認定こども園は無理じゃ

ないかと思っています。法人のセイバンさんが手を引かれたということを

聞きましたが、やっぱり幼保一元化が無理だったのでしょうか。 

セイバンさんが手を引かれたのは、幼保一元化のその前の話です。 

幼稚園と保育園は最初の成り立ちからも本当に違うので、一緒にするとい

うことは、すごく話し合いを進めていかなければ、納得できないことがた

くさんあるのではないかと思います。 

先ほどからも出ていますが、建物は完成したのですが、園の運営の部分で

は毎日、試行錯誤を重ねております。参観日等の園行事については、保護

者の意見を聞いて調整したいのですが、なかなか難しい状況です。 

施設は新しいから綺麗だろうと思っていましたが、運営協議会の方がどん

なメンバーで、理事会はどういうようなことで諮られるのか、そういうと

ころがすごく知りたかったので、行政側と私達の思っているところが違っ

たなと思いました。保護者の方のお話が聞けたのはすごく良かったと思い

ますが、立ち上げや、運営協議会のことについて、もう少し詳しく知りた

いと思っていました。 

試行錯誤中みたいなことでしたが、試行錯誤されている中にあずけると思

うと、親も不安だらけで、千種で試行錯誤中であれば、波賀でそんなに急

いで進めてもらわなくてもいいのではないでしょうか。 
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試行錯誤と言ったのは、クリスマス会やお誕生会をどうするかということ

は決めているのですが、その中で、幼稚園の方ではもっとあったのにとい

う色々な意見もあるので、これを千種なりの形に少しずつ変えていく必要

があるのではないか。そのために改善していくことがあるということで

す。教育・保育の中身は、しっかりしていただいていると理解しているの

で、私の言葉足らずの部分はお詫びしたいと思います。 

誤解がないように、私は、特に行政よりとかどっちよりということはなく

聞いていただきたいのですが、基本は協議会の中で一つの方向性が出た中

で、他にはない千種モデルを作り上げて行こうということで動いている部

分があるので、あえて試行錯誤の方が正解ではないかと思います。協議会

の中で、行事を決める部門がありましたが、主な行事以外の細かい日程な

どは、実際動いてみないと分からないので、運営しながら保護者の意見を

汲み取って決めてくださいと話をしていますので、幾分かは試行錯誤しな

がらという部分は正解だと思います。先ほどの、「いつでも来てくださ

い。」というのは、今現状の先生方が思っておられる可能な部分ではない

かと思います。 

波賀も決まれば、色々なことを考えて全員でやっていこうという力はあっ

て向かって行くと思いますが、まだ、こども園が公立か私立かどちらかと

いう所で止まっている様な状態なので、きっと公立で行きますということ

が決まれば、それは公立と私立の保育所との基本的なラインが新しく作ら

れると思うし、千種みたいに私立の方がメインでやられるのであれば、私

立と公立のすり合わせみたいなところができてくると思います。ただ波賀

はまだそこまで乗っかっていない状態なので、もしそうなったとしたら、

そこまで意見が通る形にしてもらわないといけないところはすごく分かり

ます。 

市のホームページから波賀の議事録を見せていただいたのですが、やはり

同じところで足踏みされていたり、同じような疑問を持っておられまし

た。我々は龍野の方のこども園を見に行き、そこで色々な疑問をぶつけさ

せていただいて、同じような形で色々な意識を持っていたと思うし、先ほ

ど言われたように、千種と波賀の置かれている状況が違うので、千種のや

り方が丸々当てはまるとも限らないし、今後、もっともっと議論される部

分かなと思います。 

先ほど私の言葉足らずの部分があったので、補足させていただきますと、

園行事については、協議会を２年間運営していただく中で、幼児教育・保

育部会という部会で調整されています。こども園では、その内容に沿って

園運営をしていただいているところです。また、親の参加の場面が少なく
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委 員 

保護者 

委 員 

保護者 

なった、行事が少なくなったという意見も、教育委員会としてお聞きして

いますので、こういったことも含めて、９月に開園してから３ヶ月です

が、ある一定のところで検証しながら、保護者の方にも意見をいただきな

がら、必要があれば変えていきたいと考えています。 

計画のように、今年度の中で決まって、来年度からの計画で３０年度にこ

ども園開園というのは、やっぱり時間的にも無理じゃないかと思います。

千種や一宮北中校区、戸原地区の様子を見ると書いてある中で、無理な計

画で、もっともっと話し合って決めていくべきことじゃないかと思いま

す。それから、今、親のことを聞きましたが、子ども自体には何ら変わり

はないですか。 

そうですね。子ども自体は、やはり保育園だけ、幼稚園だけより、人数が

増えましたし、その分、色んな刺激もあるようなので、それはそれで子ど

もにとっては良かったと思っています。 

なんで何何ちゃんは帰らないの。とか、なんで何何ちゃんとこに遊びに行

けないの。とかはありますか。 

そういう話もあることはあります。子どもにとっては園が新しくなって、

友達が増えて、今こうやって話し合っているのは親ばかりで、子ども自体

は楽しく通っているので、子どもにとっては良かったかなと思います。た

だ、９月の半端な時から園が変わったので、自分の子どもにとっては９月

から３月までで、思い出深いこども園みたいな感じにはならないかなと思

います。制服についても中途半端な時でみんなバラバラだし、始めるのだ

ったら最初からきっちり始めたかったのですが、始まってしまったらもう

戻れないと思うので、より良くしていく意見の方をたくさん出していかな

ければと思います。 

登園時間と降園時間は、幼稚園ならある程度決まっていて、８時１５分ま

でに登園ですが、今は、保育園部と幼稚園部で、登園時間はフリーなので

すか。いまいちその辺りが分からないので。 

登園は、小学生と徒歩で行くパターンと、園バスで行くパターンがあっ

て、ほぼ時間は同じです。 

降園はどうなっていますか。 

降園は、幼稚園部は、１時半にお迎えです。給食を食べたらおしまいで、

幼稚園の時は２時半までだったのですが、１時半でとても早いです。 

波賀幼稚園は、お弁当日には２時半までなのですが。 

月曜日から金曜日まで１時半です。 

１時半に迎えに行くのですか。 

迎えに行きます。バスの子はバスで帰ります。 
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子どもの休み時間の関係で１時半になっているのかと思いますが、事務局

の方で何か分かりますか。 

協議の中では、午後２時を標準の時間として持っています。２時降園を基

準として、１時半で運営をされているのかなと思うのですが、今、会長が

言われたように、保育園の子が午睡に入りますので、それを考慮した時間

の配置かと思います。 

前までは２時半だったのですか。 

幼稚園の時は、水、金が１１時半までで、その他が２時半でした。 

もし、延長すれば、延長保育料みたいなものが。 

そうですね。延長の料金が発生します。 

今日は、施設だけ見せてもらうのかと思いながら、施設中心に見せてもら

ったのですが、ものすごく角があったり、高かったりとかがあって、こど

も園の先生に尋ねたら、あそこはもっとこうして欲しかったと言われてい

たので、やっぱり、急ぎすぎじゃないかという思いを、私自身、施設その

ものでも感じました。子ども達は、どんな環境にも馴染むので喜んで遊ぶ

のですが、作る側としては、市の方ももっともっと慎重に考えてもらう時

間が必要だったと思います。本来であれば４月１日から最低は入れてあげ

たかったという思いとか、子ども達は園の中で友達と過ごした温もりとか

そういうものを全てひっくるめて育っていくので、千種の方の話を聞いた

り、波賀の者が悩んだり知りたいところが、見えなかったのが残念だと思

いました。やはり幼稚園と保育園は全然違うので、それが一つになるため

の、試行錯誤の段階がすごく要ると思うのです。千種は、地域をひっくる

めて保幼小中と、高校までの一貫教育が早くから実施されたところなの

で、早くにこども園でやろうという形になったと思うのですが、そこまで

の時間がもっと必要だと思いました。波賀は、千種のような教育体制とは

違うので、やっぱりもっと考えていかないといけないと感じました。 

先ほど保育園側からの問題と、幼稚園側からの問題がたくさんあって、そ

れはこうなりますよと答えを出して、こども園ができたと言われました

が、実際こども園が始まって、本当のところ、やはりうまいこといってな

いのではないかとか、そういう不満のある親がいないのかということと、

これから千種らしいこども園を作っていくと言われましたが、それなら、

不安なことや意見を伝える場所があるのかどうか。 

最初のご質問は、不安や不満に思う部分はあると思います。実際に話も出

ています。それから、話し合いの場は、先日小学校の校長先生も含め色々

と話をさせていただいた中で、このこども園の１年の振り返りということ

で、保護者とか地域へのアンケートを実施しないといけないし、それを園
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としても完全にオープンにしてもらわないといけないと話をしています。

それと、連携教育の中で、こども園だけの評価もあれば、連携教育として

こども園がどうかという部分でも色々なところで評価していただいていま

す。兵庫教育大学の専門の先生方にアドバイザーで入っていただいている

ので、保護者の立場からの目、地域の者からの目、教育の有識者の方の目

から見てもらうような体制づくりは、質を担保していく条件でもあったの

で少しずつしてもらっていますし、保護者の方の意見を聞いてもらうよう

な形を園長先生に言ったところ、最短でこの冬休み中に個別面談ができる

ので、そこの部分で色々な意見を吸い上げていきたいと言われていまし

た。全体の中で意見を言うことはなかなか難しいので、個別に保護者から

本当に思っていることを言ってもらいたいし、そこを保護者会の皆さんで

盛り上げていく形がいいと思います。 

４月からこども園として始まっていますが、それから今まで、行政とこど

も園と保護者の間で、そういう意見を出し合うような話し合いの場があり

ましたか。 

運営協議会は、園舎が建つまでは余裕がなかったこともありまして、９月

の終わりに１回開催されています。 

４月から夏休みまでは、３～５歳児は旧幼稚園舎で、０～２歳児は旧保育

園舎に分かれて運営されていました。新園舎の完成に合わせて、２学期か

ら今の形でスタートしていますので、ある一定のところで、今、仰ってい

ただいているような場を設けようという気持ちはありますが、具体の部分

については、まだ至っていないので、今からということになると思いま

す。 

別で運営ができていたのですね。 

半年間は別でした。 

認定こども園の運営法人募集の時に、千種は、杉の子以外に応募があった

のですか。 

社会福祉法人千種杉の子会１団体の応募でした。 

千種は、色々なことを継続して検証して答えが出ると思いますし、背景の

問題や、行政の方針もあると思いますが、波賀も英知を結集して波賀なり

の答えが出ると思います。千種の話を聞かせてもらったところ、良かった

ことがたくさん出てくるのであればまだいいけれど、どちらかといえば、

良くなかったかなと思います。 

話し合いは別で持つということでしたが、次の予定はいつですか。年内は

ありますか。前も日にちがもっと前だったのが、ここまでずれたのでどう

かと思いまして。 
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会 長 

 

話し合いは別で持ちますが、年内はちょっと難しいです。 

他になければ御礼を言わせていただきます。大変お忙しい中、保護者のお

二人には長時間つきあっていただきまして、貴重な意見をたくさんいただ

きました。これから波賀の方に帰って協議をしていく訳ですが、千種の方

では、ちくさっ子を育てる会で、地域を上げて教育をするという土壌があ

る中で、認定こども園ができたという経緯があると思います。色々と今ま

での保育所、幼稚園それぞれの機能が一緒になることによって、新たな課

題もたくさん出ているようですが、その土壌を生かしてもらって、これか

ら素晴らしいこども園にしていただきまして、また、私達にその様子を見

せていただき、参考にさせていただきたいと思います。今日は本当にあり

がとうございました。 

 

 


